
　水俣病を世界に伝えた米国人写真家の故ユージ
ン・スミスさんをモデルにした映画の制作が、ハリウッド俳優
のジョニー・デップさん主演で進められ関心が高まる中、

スミスさんの評伝を著したノンフィクション作家の方や、「もやい直し」に取り組
む熊本の被害者の方を講師にお招きして、下記講演会を開催します。
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「阿賀野川の支流・実（さね）川の、紅葉に彩られた渓谷」場所：実川渓谷（阿賀町豊実）

この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 29 号
阿賀野川え～とこだ！流域通信

×

アクセス増加中！

　正式には「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略
称FM事業）と言い、阿賀野川流域の各地域が今も続く新潟水俣病と
向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関
係」をつむぎ直すため、流域の住民・行政・民間団体が手を取り合
い、「新しい地域づくり」を目指して始まったプロジェクトです。

「阿賀野川え～とこだプロジェクト」とは？

https://aganogawa.info/
aganogawa@niigata.email.ne.jp
TEL.&FAX. 0250-68-5424
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阿賀上流域と下流域のつながりの「学び直し」を目指して

今号表紙の写真「紅葉の実川」
水量豊富な阿賀野川に流れ込む大小さまざま
な支流。その中でも、最上流にブナの原生林が
広がる支流・実川では、清らかで豊かな水が阿
賀野川にもたらしています。写真は、紅葉で美し
く彩られた実川の渓谷を撮影した一枚。

主催 国際地域研究学会（新潟県立大学）

県内小・中学校の児童・生徒の皆さんへ

第21回 新潟水俣環境賞作文コンクール
の作品を募集します！

　新潟水俣病や新潟県内の自然について思ったこと、身の回まわりの環境について考えた
ことや体験して感じたことなどを書いてください。皆さんの応募をおまちしています。

募集2019年10月1日～2020年3月30日
発表2020年6月

例えば、「新潟水俣病」「住んでいる地域の環境」「新潟の自然（森林・川・湖沼・海と環境問題）」「総合学習等で取り組
んでいる環境問題」「水の安全、食の安全」について、体験したことや気づいたこと、考えたことを書いてください。
作文の応募はＡ４版４００字詰め原稿用紙で、小学校１・２年生は６００字～８００字、小学校３・４年生は８００字～１０００
字、小学校５・６年生は１０００字～１２００字、中学校１・２・３年生は１２００字～１６００字です。
優秀賞者には表彰状と図書カード１万円分を贈ります。佳作者には表彰状と図書カード３千円分を贈ります。
応募していただいた方全員に参加賞を贈呈します。

●

●

●
●

お問合せ先●新潟水俣病被害者の会TEL025-281-2466／FAX025-281-8101
（作文の送付先●〒950-0965 新潟市中央区新光町 6-2  勤労福祉会館 3 階  新潟水俣病被害者の会）

▲▼第20回表彰式（写真提供：新潟水俣病共闘会議・有田純也氏）

住所  新潟市北区前新田字新々囲乙364-7
TEL 025-387-1450／FAX 025-387-1451
メール  fureai@abeam.ocn.ne.jp
ホームページURL  http://www.fureaikan.net/

お
問
合
せ

日程 2019年11月30日（土）14:00～16:30 （開場13:30～）

　熊本県水俣市にある一般財団
法人水俣病センター相思社に勤務

し、一昨年に『みな、やっとの思いで坂をのぼるー水俣病患者相談のい
ま』を出版した永野三智氏をお招きし、被害者の方 と々の対話でどのよう
な言葉を耳にし、どのような「今」が浮き彫りとなったのかについてお話しい
ただきます。 併せて、新潟県立大学教授の堀江薫氏（学会員）による
「地域に学ぶ法律学」の招聘発表も行います。

会場
新潟県立大学1号館 A棟1313 講義室
（住所：新潟市東区海老ヶ瀬 471）

参加
方法

定員に限りがあるため、下記担当まで事前連絡が必要
（担当：小澤薫 　 025-270-1189  　ozawak@unii.ac.jp）

テーマ
「小さな声が紡ぎ出す世界」 

2019年度国際地域研究学会
第10回研究大会

イベント
新潟県立大学告知イベント

くぼやままさこ[HUNKA]

※正門よりお
入りください

そう し しゃ

水俣病講演会
ユージン・スミス
水俣に捧げた写真家の1100日

環境と人間のふれあい館主催イベント

日程 2019年11月24日（日）13:30 ～16:00（受付13:00 ～）

入場無料・事前申込不要

（ノンフィクション作家）
講師・山口由美氏

新潟県立環境と人間のふれあい館- 新潟水俣病資料館 -会場

（水俣市立水俣病資料館語り部）
講師・緒方正実氏

正直に生きる
同時講演 水俣病写真・パネル展

11月17日（日）～12月1日（日）
9:30～16:30 （月曜休館）

展
示

協力：水俣市立水俣病資料館、坂東克彦氏、旗野秀人氏

　第29号はいかがでしたでしょうか？ 
　今号はイベントなどのお知らせが満載で、毎号掲載してい
る「阿賀の宝もん★発掘レポート」をお休みしましたが、次号
からは再開します！  毎年度３月に開催している流域再生
フォーラムでは、今回初めて事前オプショナルツアーを開催し
ますので、 多数のご応募を心よりお待ちしております☆
　2月発行予定の次号もご期待ください！


